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2007年度　本試験　地理Ｂ

【１】　

　次の図１を見て，世界の自然環境と自然災害に関する以下の問い(問１～６)に答えよ。

(配点　16)

[image: image1.png]HHE L

o 1973~1999 FICRAEL /YT ZFa— R6.5 L EOHMBOER
Exploring the Dynamic Earth 12 X D ERL.

31





問１　図１中には，世界の新期造山帯の分布が示されている。新期造山帯について説明した文として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選べ。　１　
①　石炭や石油を多く産出するEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 10(たて),楯)状地がみられる。

②　広大な低地の中に基盤岩が隆起した卓状地がみられる。

③　地殻変動を受けた後に侵食された構造平野がみられる。

④　中生代後期以降に形成された大山脈や弧状列島がみられる。

問２　図１中には，マグニチュード6.5以上の地震の震源の分布も示されている。次のア～ウの文は，図１中のＡ～Ｃのいずれかの地域で発生する地震やその被害について述べたものである。ア～ウとＡ～Ｃとの正しい組合せを，以下の①～⑥のうちから一つ選べ。　２　
ア　この地域では，狭まるプレート境界に沿う活断層の活動にともなって地震が発生し，強い揺れにより被害が生じる。

イ　この地域では，ずれるプレート境界であるサンアンドレアス断層や周辺の活断層の活動にともなって地震が発生し，大都市でも被害が生じる。

ウ　この地域では，高原の北縁に沿う活断層の活動にともなって地震が発生し，この周辺の居住地で大きな被害が生じる。
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問３　河川の流量の変化は，流域の気候の影響を受ける。次の図２中のカ～クは，図１中のＬ～Ｎのいずれかの地点における月平均流量を示したものである。カ～クとＬ～Ｎとの正しい組合せを，以下の①～⑥のうちから一つ選べ。　３　
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問４　アジアでは，モンスーンの影響により降水量に季節的な変化がみられる地域がある。次の図３中のサ～スは，図１中のＰ～Ｒのいずれかの地点における月降水量を示したものである。サ～スとＰ～Ｒとの正しい組合せを，以下の①～⑥のうちから一つ選べ。　４　
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問５　日本列島は，新期造山帯に属しており，降水量も多いため，様々な自然災害が起こる。日本で発生する自然災害とその原因について述べた文として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選べ。　５　
①　日本の太平洋沿岸では，沖合のプレート境界であるフォッサマグナで発生する地震により，津波被害が生じる。

②　日本列島では，海溝に直交する向きに火山が列状に分布しており，噴火による災害がたびたび発生する。

③　日本列島では，前線が停滞しているときに台風が接近すると集中豪雨が発生することがあり，地すべりなどの土砂災害が生じる。

④　日本の東北地方では，冬に寒冷な季節風が吹くと，日本海側では雪害，太平洋側では冷害が生じる。

問６　地震や火山噴火，洪水，土石流などの自然災害に関するハザードマップについて述べた文章として下線部が適当でないものを，次の①～④のうちから一つ選べ。　６　
①　地震への対策としては，地震災害予測地図が有効である。これは，将来の地震にともなう地盤沈下量や地下水面の低下量を示すものである。

②　火山噴火への対策としては，火山防災地図が有効である。これは，将来の火山噴火にともなう溶岩流やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 10(か),火)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 10(さい),砕)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 10(りゆう),流)などの到達予測範囲を示すものである。

③　洪水への対策としては，洪水避難地図が有効である。これは，将来の洪水時にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 10(はん),氾)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 10(らん),濫)が予想される範囲や避難経路を示すものである。

④　土石流への対策としては，土石流危険区域地図が有効である。これは，将来予想される土石流の発生地域や土砂のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 10(たい),堆)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 10(せき),積)範囲を示すものである。

【解答１】　

問１　④
問２　⑤
問３　②
問４　⑥

問５　③
問６　①

【解説１】(配点 16)

世界の自然環境と自然災害　(16点)

正解:
　１　　④
　２　　⑤
　３　　②
　４　　⑥


　５　　③
　６　　①

問１　正解は④。①楯状地，②卓状地，③構造平野は，それぞれ安定陸塊に対する説明である。

問２　正解は⑤。ア―「狭まるプレート境界」から，Ｃのフィピン周辺を予想する。イ―「サンアンドレアス断層」で決定的。アメリカ合衆国西岸の「ずれるプレート境界」としてあまりにも有名。ウ―トルコのアナトリア高原あたりと考える。

問３　正解は②。カ―６月に流量のピークを迎えていることから，遅い春の雪解け水と考え，高緯度地方を流れるＬ川。ク―年間を通じて流量が少ないので，年降水量の少ない西経100度以西を流れるＭ川。よって，残りがＮ川となる。ちなみに，Ｌがユーコン川，Ｍがコロラド川，Ｎがミシシッピ川である。

問４　正解は⑥。Ｑ―インド半島西岸は，夏に南西モンスーンの影響を受け，７月を中心に雨季となる。Ｐ―ユーラシア大陸内陸部。海から遠いなどの影響で，少雨乾燥である。

問５　正解は③。①フォッサマグナは，本州中央部にある大地溝帯である。②海溝と火山はほぼ並行に分布する。④太平洋側の冷害は，冬季でなく雨季に生じる現象。

問６　正解は①。地震に対するハザードマップは，火災の広がりや家屋の倒壊などを予測するのに用いられる。
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